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第332号

毎月10日・25日
福岡県遠賀部
水　巻　町　発　行

横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
は
、
手
を
高
く
上
げ
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
（
写

真
は
頃
禾
信
用
金
庫
前
の
横
断
歩
道
で
）

ク
手
を
か
そ
う

ち
っ
ち
ゃ
な

こ
ど
象
り
と

お
と
Ｌ
よ
り
〟

動運全安通交
◆
・

日12～日21月5

の
　
◆

春

五
月
十
二
日

か
ら
今
年
も
春

の
交
通
安
全
運

動
が
始
ま
り
ま

す
。昭

和
四
十
九

年
中
の
交
通
事

故
の
発
生
状
況

か
ら
み
ま
す
と

死
者
数
は
一
万

一
千
四
百
三
十

二
人
で
、
前
年

に
比
べ
三
千
百

四
十
二
人
の
減

少
と
い
う
、
か

っ
て
な
い
大
幅

な
減
少
を
示
し

て
い
ま
す
。
し

か
し
、
死
亡
事

故
の
発
生
状
況

の
内
容
か
ら
み

れ
ば
、
こ
ど
も

と
老
人
の
事
故

－
率
は
、
他
の
年

齢
層
に
比
べ
て
相
変
わ
ら
ず
高
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
も
、
春
の

運
動
で
は
歩
行
者
・
自
動
車
利
用
者

の
事
故
防
止
、
と
く
に
こ
ど
も
（
幼

児
と
小
学
校
児
董
）
と
老
人
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
こ
と
を
運
動
の
重
点

と
し
て
、
生
活
道
路
網
対
策
の
推
進
、

交
通
安
全
教
育
の
充
実
な
ど
幅
広
い
運

動
を
行
な
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
、

ま
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
．

〇
横
断
歩
道
や
歩
道
橋
が
あ
れ
ば
、
少

－
洩
嘩
ま
わ
り
に
な
っ
て
も
そ
れ
を
渡

ｈ
ノ
ま
し
ょ
う
。

○
学
校
の
近
く
に
は
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

を
設
け
て
い
ま
す
。
車
は
、
指
定
時

間
内
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
へ
の
進
入

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
横
断
中
の
歩
行
者
に
注
意
し
、
必
ず

除
行
、
一
時
停
止
を
心
が
け
ま
し
ょ

ナ

ノ

0

バ
ス
の
乗
降
は

注
意
し
て

5
月
1
2
日
か
ら
春
の
交
通
安
全
運
動

が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
北
九
州
市
交
通

局
で
も
同
時
に
交
通
安
全
運
動
を
行
な

い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

◎
　
停
留
所
で
待
つ
と
き
は
、
バ
ス
が

完
全
に
止
ま
る
ま
で
き
が
っ
て
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

◎
　
駆
け
込
み
乗
車
は
大
変
危
険
で

す
。
ド
ア
の
開
閉
に
は
と
く
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◎
　
や
む
を
得
ず
急
停
車
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
つ
り
皮
や
手
す
り

に
つ
か
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
　
バ
ス
の
両
前
・
薦
後
の
横
断
は
非

常
に
危
険
で
す
か
ら
や
め
ま
し
ょ

う
『
　
と
く
に
幼
児
の
」
人
歩
き
は
さ

せ
な
い
よ
う
に
。

◎
　
お
と
し
よ
り
や
、
体
の
不
自
由
な

方
に
は
席
を
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
黄
色
の
座
席
は
優
先
席
で
す
。
）
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町
議
会
議
員
一
般
選
挙
終
わ
る

投

票

率

は

8

7

・

訂

％

町
で
は
、
四
月
二
十
七
日
に
町
議
会
議
員
の
一
般
　
し
た
。

選
挙
が
行
な
わ
れ
、
二
十
六
人
の
議
員
が
決
定
し
ま
　
　
投
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
〕

第
四
投
票
所
（
町
民
会
館
）
で
の
投
票
率
は

8

5

・

0

0

％

町議会議員一般選挙当選者及び得票数
投票総数14，535　有効投票数14，400
投票率87．37％　無効投票数　　135

当 落 別 得 票 数 氏　　　　 名 住　　 所

当　 選 1 ，162 入 日二　　 誠 頃　　 末

ケ 674 峯 浦　　 遼 古　　 賀

一ク 633 ふ くま 弘 祐 頃　　 末

ノク 6 15 古 川　 英 之 梅 ノ 木 区

ケ 6 12 加 納　　 弘 樋　　 口

ク 5 83 山 本　 と し 吉 田 ノ二

ク 56 9 高 橋　 次 生 鯉　 口　 区

ク 56 8 占部　 裕 子 一ク

ノシ ′　　5 59 石 塚　 ．章 吉 田 ノ三

ク 5 57 4 、田　 和 久 吉 田 団 地

ケ 54 3 畠 山　　　 滑 吉 田 ノ 二

ク 5 16 か つ き－ 三 吉 田 団 地

ノク 5 15 井 地　 直 江 古　　 賀

ノシ 5 12 ｉ工藤　 一 正 頃　　 未

ノク 49 2 大 場 す き を 猪　　 熊

ケ 49 0 川 添　 定 継 二　 社　 区

〃 48 5 石 橋　 国 利 ノシ

ノク 48 0 森 安　 一 朋

ク 46 9 白 石 磯 久 男 吉 田 ノー

ケ 4 54 田 中　　 博 古 賀　 区

ノシ 4 53 吉 田　　 喬 下　　 二

ク 4 53 ’久 保 田 勝 馬 頃　　 未

ノシ 40 8 そ え 島 国 冶 樋　　 口

ク 4 03 浦 田　 重 夫 吉 田 ノ二

ケ 394 4 、柳　 重 年 高　 松　 区

ノケ 327 原 口　　 操 古 賀　 区

次　 点 2 99 新 川　 隆 昌

′′ 175 福 田　 利 正

町議会議員選挙投票所別結果表

投票 所 場　　　 所
有　 権

者　 数

投　 票

者　 数
投票 率

弟　　 －
投票 所

下 二 町 住
ｉ公　 民　 館 2，74 1 2 ，3 80 86 ．83

第　 二
投票 所

吉　　　 田
第二保 育園

3，3 63 2 ，9 45 87 ．63

弟　　 二
投票 所

吉 田　 ノ　三

公　 民　 館
1，9 07 1 ，661 87 ．10

第　 四
投票 所

町 民 会 館 3，180 2 ，722 85 ．00

第 ．五
投票 所

古　 賀　 区

第三保 育匿ｌ
1，3 84 1 ，2 36 89 ．31

第　 六

投票 所

高　 松　 区

集　 会　 所
1，4 39 1 ，279 8 8 ．88

第　 七

投 票 所 猪熊小 学 校 2，6 24 2 ，312 88 ．11

総　　　　 計 16，6 38 14 ，535 87 ．37

委
　
任
　
状
　
が

な
．
く
　
て
　
も
　
と
　
れ
　
る

ク
印
鑑
登
録
証
明
書
〟

町
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
印
鑑
条
例

の
一
部
を
改
正
し
、
こ
れ
ま
で
代
理
人

が
印
鑑
登
録
証
明
書
を
申
請
す
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
で
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
印
鑑
登
録
済
証
明
書
（
印
鑑
手
帳

）
と
申
請
書
で
手
続
き
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
よ
り
な
お
い

っ
そ
う
実
印
の
事
故
防
止
の
た
め
に

も
、
印
鑑
手
帳
は
本
人
が
大
切
に
保
管

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
委
任
さ
れ

る
と
き
は
、
実
印
と
印
鑑
手
帳
を
同
時

に
こ
と
づ
け
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

ｒ

家
内
労
働
旬
間

5

月

2

1

日

～

3

1

日

労
働
基
準
局
で
は
、
家
内
労
働
者
の

労
働
条
件
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
今
年
も
5
月
2
1
日
か
ら
3
1
す

ま
で
を
「
家
内
労
働
旬
間
」
と
し
、
総

合
的
な
家
内
労
働
対
策
を
推
し
進
め
ま

す
。
家
内
労
働
法
は

①
家
内
労
働
手
帳
の
交
付

㊥
委
託
状
況
届
の
報
告

③
帳
簿
の
備
え
付
け

④
危
険
、
有
害
作
業
に
対
す
る
安
全

衛
生
上
の
規
制

⑤
就
業
時
間
の
制
限

⑥
工
賃
の
適
正
支
払

⑦
委
託
の
打
切
り
予
告

⑧
最
低
工
賃
の
支
払

な
ど
に
つ
い
て
規
定
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。家

内
労
働
法
を
守
っ
て
、
内
職
者
の

労
働
条
件
の
改
善
を
は
か
り
、
争
い
な

く
、
仕
事
で
け
が
や
病
気
の
な
い
よ
う

に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
法
律
に
つ
い
て
の
詳
細
は
福
岡

労
働
基
準
局
ま
た
は
、
も
よ
り
の
労
働

基
準
監
督
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

税
務
署
発
行
の

納
税
証
明
書

一
枚
が
二
百
円
に

税
務
署
で
は
、
納
税
証
明
書
の
交
付

手
数
料
が
四
月
一
日
か
ら
改
定
さ
れ
、

証
明
書
一
枚
に
つ
き
二
百
円
に
な
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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橋の中央で開通式

水
巻
町
と
岡
垣
町
を
結

ぶ
遠
賀
バ
イ
パ
ス
と
遠
賀

川
橋
が
完
成
し
、
五
月
二

日
開
通
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
遠
賀
川
橋
（
三
百

八
十
メ
ー
ト
ル
）
は
、
既

存
の
二
つ
の
橋
が
老
朽
化

し
た
た
め
、
二
つ
の
橋
の

中
間
に
新
設
し
た
も
の
で

す
が
、
四
十
六
年
度
か
ら

総
工
費
五
十
二
億
円
を
賛

し
て
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
遠
賀
バ
イ
パ
ス

も
遠
賀
町
広
渡
か
ら
岡
垣

町
の
戸
切
ま
で
三
・
七
四

キ
ロ
が
遠
賀
川
橋
と
同
時

に
開
通
と
な
り
、
こ
れ
ま

で
の
三
号
線
の
中
の
遠
賀

町
、
岡
垣
町
で
の
軍
の
渋

滞
が
相
当
緩
和
さ
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

開
通
式
は
、
建
設
省
九

地
建
局
長
・
伊
藤
町
長
ら

が
出
席
し
て
、
遠
賀
川
橋

の
中
央
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

遠
賀
川
橋
・
遠
賀
バ
イ
パ
ス
開
通
を
祝
っ

て
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

沖
縄
海
洋
博
覧
会

身
障
者
の
た
め
．
の

入
場
料
金
割
引
き

財
団
法
人
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
協

会
が
身
体
障
害
者
の
入
場
料
金
を
割
引

き
い
た
し
ま
す
。

一
、
料
金
一
人
一
回
限
り
4
0
0

円

二
、
期
間
　
5
0
年
7
月
1
日
～
5
1
年

1
月
1
8
日
ま
で

三
、
適
用
範
囲
　
身
体
障
害
者
、
戦

傷
病
者
、
そ
の
他

四
、
利
用
の
条
件
　
博
覧
会
会
場
ゲ

ー
ト
で
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
段
の
捏
示
が
必
要

九
州
青
年
の
船

団
員
　
募
集

◇
運
航
日
程
　
5
0
年
9
月
1
3
日
～
9
月

2
6
日

◇
訪
問
地
　
中
華
人
民
共
和
国

◇
活
動

○
船
内
研
修
　
中
国
語
講
座
・
リ
ー

ダ
ー
養
成
・
体
育
・
レ
ク
〓
ノ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
班
、
紐
別
活
動
他

◇
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
昭
和
5
0

年
4
月
1
日
現
在
、
満
2
0
歳
以
上
2
6

歳
未
満
の
男
女

◇
募
集
人
員
一
般
団
員
4
1
人

◇
申
込
先
　
福
岡
県
民
生
部
青
少
年
対

策

室

（

骨

0

9

2

・

7

5

1

・

0

8

0

5

）

◇
募
集
期
間
　
5
0
年
5
月
1
0
日
～
5
月

3
1
日

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
町
教
育
委

員

会

（

摩

6

9

1

・

0

4

0

3

）

に

お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

社会人ソフトボール大会

⑬

申

込

み

は

教

育

委

員

会

に

⑬

町
は
、
次
の
日

程
で
第
二
回
社
会

人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
を
開
き
ま

す
。
住
民
の
親
ぼ

く
と
健
康
管
理
そ

し
て
明
る
い
町
づ

く
り
推
進
の
た
め

に
行
な
わ
れ
る
こ

の
行
事
に
、
各
公
民
館
と
も
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
5
月
1
8
日
（
日
曜
日
）

午
前
8
時
3
0
分
集
合
、
9
時
開
会

（
雨
天
の
場
合
は
5
月
2
5
日
）

○
場
所
　
水
巻
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
出
場
規
定

水
巻
町
在
住
者
で
、
満
2
0
歳
以
上

の
社
会
人
（
満
2
0
歳
以
上
の
勤
労
学

生
は
可
）
で
、
試
合
に
は
3
0
歳
以
上

が
常
時
4
名
以
上
出
場
し
て
い
る
こ

と
。

○
出
場
基
準

一
公
民
館
二
チ
ー
ム
以
内
と
し
、

戸
数
の
少
な
い
地
区
は
3
0
0
戸
を

こ
え
な
い
範
囲
で
合
同
出
場
を
し
て

も
よ
い
。

0
チ
ー
ム
編
成

監
督
選
手
と
も
1
5
名
で
編
成

○
申
し
込
み
締
切
り

5
月
1
4
日
午
後
6
時
3
0
分
ま
で
に

教
育
委
員
会
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
監
督
会
議
を
す
ぐ
に
開
き
、
組

合
せ
の
抽
選
を
行
な
い
ま
す
。

な
お
、
組
合
せ
決
定
後
の
受
付
け

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
地
区
公

民
館
長
に
大
会
要
項
を
配
付
し
て
い
ま

す
の
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
あ
っ
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

頃
末故

輪
竹
美
徳
穀
　
輪
竹
洋
介
殿

故
山
本
春
男
殿
　
山
本
　
昇
殿

み
ず
ほ
団
地

故
吉
田
文
枝
殿
　
吉
田
初
次
殿

下
二故

入
江
フ
デ
殿
　
入
江
岩
男
殿

上一．一散
森
安
マ
ツ
ヱ
殿

森
安
一
朗
殿

停
年
退
職
祝
と
し
て
次
の
万
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。
あ
っ
く
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

み
ず
ほ
団
地
　
片
岡
万
大
殿
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採
石
業
務
管
理
者

◇
受
験
資
格
　
年
齢
∴
学
歴
・
性
別
の

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
試
験
科
目

。
岩
石
の
採
取
に
関
す
る
法
令

。
岩
石
の
採
取
に
関
す
る
技
術
的
事

項

◇
試
験
の
日
時
と
場
所

日

時

　

6

月

1

日

　

1

0

時

～

1

2

時

場
所
　
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
一
丁
目

5
～
3
0
　
九
州
英
数
学
館

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
産
業

課
商
工
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

と
受
験
準
備
講
習
会

遠
賀
郡
消
防
署
で
は
、
第
一
回
福
岡

県
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
行
な
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
試
験
準
備
の
た
め
の

準
備
講
習
会
読
行
な
い
ま
す
。

危
険
物
の
一
定
数
量
以
上
の
取
扱
い

ま
た
貯
蔵
は
、
こ
の
免
状
取
得
者
の
立

会
ま
た
は
取
扱
い
が
消
防
法
に
よ
っ
て

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
多
数
受
験
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◇
試
験

。
期
日
　
6
月
1
5
日

。
種
類
　
乙
種
一
、
二
、
三
、
四
の

各
項
及
び
丙
種

。
試
験
地
　
八
幡
東
区
（
八
幡
大

学
）
他
五
ヶ
所

。
願
書
受
付
期
間
　
5
月
1
0
日
～
5

月
1
5
日
（
遠
賀
郡
消
防
署
）

◇
受
験
準
備
講
習
会
（
遠
智
∵
中
間
地

区
危
険
物
安
全
協
会
主
備
）

。
講
習
期
日
　
6
月
5
日

。
受
講
受
付
期
間

5

月

1

0

日

～

6

月

4

日

。
講
習
場
所
　
水
巻
町
頃
末
　
水
巻

町
民
会
館

願
書
は
、
遠
賀
ｌ
郡
消
防
署
に
用
意
し

て
い
ま
す
。
ま
た
く
わ
し
い
こ
と
は
郡

消
防
署
予
防
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

ヽ
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魯
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福
岡
県
電
気
工
事
士

◇
日
時
と
場
所

。
筆
記
試
験

・

6

月

1

5

日

　

1

0

時

～

1

2

時

・
福
岡
市
福
岡
大
学
平
和
台
校
舎

。
技
能
試
験

，

8

月

3

日

午
前
の
部
　
9
時
か
ら

午
後
の
部
　
1
3
時
か
ら

・
福
岡
市
福
岡
工
業
大
学

◇
受
験
資
格

年
齢
・
学
歴
・
性
別
の
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
産
業
課
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

二
　
級
建
築
士

◇
試
験
日

学
科
試
験
　
5
0
年
7
月
2
6
日

設
計
製
図
試
験
　
5
0
年
9
月
2
1
日

◇
試
験
場
　
福
岡
市
酉
区
七
隈
1
1
、
福

岡
大
学
（
七
隈
学
舎
）
8
号
館

◇
受
験
申
込
の
受
付
期
間
と
場
所

受
付
期
間
　
5
月
1
6
日
～
2
3
日

ｒ

・
受
付
場
所
　
福
岡
県
彊
築
部
建
築
課

及
び
県
各
土
木
事
務
所
建
築
課

受
験
資
格
及
び
手
続
き
な
ど
く
わ
し

い
こ
と
は
最
寄
り
の
県
土
木
事
務
所
建

築
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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福
祉
年
金
受
給
者

所
得
状
況
の
届

出
を
忘
れ
ず
に

五
月
六
日
か
ら
福
祉
年
金
（
老
齢
・

特
別
・
障
害
・
母
子
）
の
支
払
い
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
受
給
さ

れ
る
と
前
年
の
所
得
状
況
の
届
出
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

年
金
受
給
後
五
月
末
日
ま
で
に
年
金

証
書
を
持
参
し
、
役
場
年
金
係
で
手
続

き
を
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

部落解放同盟中遠地協

水巻支部　を結成

支部長　　　蛭　田　末　美

副支部長　　　右　田　季　夫

事務所　　　水巻町伊左座林住宅一1～5
（電話　602・7236〕

こ
の
制
度
は
、
不
幸
に
し
て
交
通

事
故
に
あ
わ
れ
た
万
の
急
場
の
生
活

の
窮
状
を
救
済
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
相

互
扶
助
を
基
本
に
し
た
共
済
制
度
で

す
。お

互
い
に
助
け
合
え
る
よ
う
家
族

ぐ
る
み
の
加
入
を
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。

○
加
入
で
き
る
人

水
巻
町
、
北
九
州
市

中
闇
市
、
芦
屋
町
、
遠

賀
町
、
岡
垣
町
、
行
橋

市
、
京
都
郡
に
お
住
い

の
方
。

○
共
済
契
約
者
の
は
ん
い

共
済
契
約
は
組
合
員

一
人
ご
と
に
締
結
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
ま

す。・

〇
出
資
金
額

組
合
加
入
出
資
額
は

一
口
百
円
で
す
。

○
共
済
掛
金
額

掛
金
は
す
べ
て
一
時

払
込
み
で
一
人
一
口
三

百
六
十
円
で
す
。
な
お

組
合
員
と
同
一
の
世
帯

に
属
す
る
親
族
の
万
を

含
め
て
二
人
以
上
ま
と

め
て
加
入
さ
れ
る
場
合

い
て
交
通
乗
用
具
に
よ
っ
て
、
通

常
運
行
さ
れ
る
べ
き
場
所
に
お
い

て
発
生
し
た
交
通
事
故
に
よ
っ

て
、
死
亡
又
は
傷
害
を
受
け
ら
れ

た
方

○
共
済
見
舞
金
額

一
等
級
（
五
十
万
円
）
か
ら
六

等
級
（
五
千
円
以
内
）
の

．．＿冠　日日．ｅ　㍗…’空∴
ニ＝づ

間
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

○
共
済
見
舞
金
支
払
請
求
手

続
き事

故
に
よ
り
災
害
を
受

け
ら
れ
た
と
き
は
、
共
済

契
約
者
又
は
遺
族
の
方
は

ま
ず
役
場
住
民
相
談
室
に

電
話
、
又
は
口
頭
で
通
知

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
後
に
共
済
金
支
払
請

求
書
（
住
民
相
談
室
に
用

意
し
て
い
ま
す
）
、
医
師

の
診
断
書
、
車
故
証
明

書
、
共
済
契
約
書
、
死
亡

の
場
合
は
戸
籍
謄
本
と
死

亡
診
断
書
又
は
検
案
書
、

そ
の
他
と
く
に
組
合
が
必

要
と
認
め
て
指
示
し
た
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

○
見
舞
金
を
支
払
う
こ
と
の

で
き
な
い
事
故

共
済
契
約
者
ま
た
は
共

に
は
二
人
目
か
ら
は
三
百
円
で
す

○
契
約
口
数
一
人
一
口

○
共
済
期
間

勧
誘
責
任
者
ま
た
は
組
合
に
申

込
み
を
し
た
日
の
翌
日
の
午
前
〇

時
か
ら
向
う
一
年
間
で
す
。

○
対
象
と
な
る
交
通
事
故

共
済
期
間
中
に
日
本
国
内
に
お

済
金
受
取
人
の
故
意
ま
た
は
重
大

な
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
故
の

と
き
0

申
込
み
受
付
け
は
役
場
住
民
相
談

室
と
各
地
区
の
婦
人
会
で
も
受
付
け

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
く
わ

し
く
は
住
民
相
談
室
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

／－
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差

別

の

な

い

明

る

い

町

を

同

和

問

題

を

正

し

く

認

識

し

よ

う

八
／

同

対

審

答

申

か

同

和

対

策

明
治
四
年
に
解
放
令
が
だ
さ
れ
た
こ

と
は
、
同
和
問
題
の
画
期
的
な
で
き
事

で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
質
的
な
解
放
を

保
障
す
る
行
政
施
策
が
行
な
わ
れ
な
か

っ
た
結
果
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、

み
ず
か
ら
の
努
力
で
同
和
地
区
を
改
善

し
よ
う
と
す
る
自
主
的
な
運
動
が
、
同

和
地
区
住
民
の
あ
ｌ
い
だ
か
ら
起
っ
た
こ

と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

明
治
維
新
に
つ
づ
い
て
お
こ
っ
た
自

由
民
権
運
動
に
刺
激
さ
れ
、
社
会
の
最

底
辺
に
抑
圧
さ
れ
て
い
た
同
和
地
区
住

民
が
自
主
的
運
動
に
走
っ
た
こ
と
は
当

然
で
あ
る
。
ル
ソ
ー
の
民
主
主
義
恩
憩

を
は
じ
め
て
わ
が
国
に
移
入
し
た
中
江

兆
民
と
そ
の
門
下
の
前
田
三
道
は
、
し

き
り
に
同
和
問
題
を
論
評
し
て
同
和
地

区
住
民
の
自
覚
を
喚
起
す
る
こ
と
に
努

め
た
。
そ
の
影
響
を
う
け
た
青
年
ら
が

中
心
と
な
り
、
岡
山
県
の
一
角
に
「
備

作
平
民
会
」
と
い
う
改
善
運
動
団
体
が

生
れ
た
の
は
、
明
治
三
五
年
で
こ
れ
が

同
和
地
区
改
善
運
動
の
先
駆
と
な
っ

た
。備

作
乎
民
会
は
風
教
改
善
、
道
義
の

鼓
吹
、
殖
産
教
育
の
奨
励
人
材
の
養
成

な
ど
を
積
極
的
に
お
じ
な
い
、
自
主
独

立
の
基
礎
を
固
め
、
し
か
る
の
ち
社
会

に
向
っ
て
反
省
を
促
そ
う
と
す
る
も
の

らの
経
過
（
そ
の
一
）

で
、
内
部
改
善
主
義
の
典
型
と
も
い
う

べ
き
主
張
を
か
か
け
て
い
た
。

つ
い
で
、
明
治
三
十
六
年
大
阪
市
で

「
大
日
本
同
胞
融
和
会
」
が
結
成
さ
れ

た
。
こ
の
創
立
総
会
に
は
全
国
各
地
区

の
代
表
が
参
加
し
、
全
国
的
規
模
の
集

会
と
な
っ
た
。
こ
の
結
成
は
改
善
運
動

が
全
国
的
に
発
展
し
た
と
い
う
意
味
で

大
き
な
意
義
が
み
と
め
ら
れ
る
。

日
露
戦
争
後
、
国
の
財
政
は
窮
迫
し

国
民
の
生
活
は
物
価
騰
貴
の
た
め
困
難

を
加
え
た
。
国
力
の
回
復
と
国
民
生
活

の
安
定
が
政
府
の
緊
要
な
課
題
と
な
っ

た
。
内
務
省
は
、
地
方
改
善
事
業
に
力

を
注
ぎ
、
模
範
町
村
の
設
定
を
奨
励
指

導
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
関
西
地
方
の
府

県
知
事
は
、
同
和
地
区
が
あ
ま
り
に
も

劣
意
な
状
態
に
あ
る
た
め
直
ち
に
模
範

町
村
な
ど
を
つ
く
る
こ
と
の
困
難
な
こ

と
を
訴
え
た
。
そ
の
後
政
府
は
、
明
治

四
十
年
に
全
国
の
同
和
地
区
調
査
を
行

な
い
奨
励
金
を
交
付
し
て
「
模
範
部

落
」
や
改
善
功
労
者
を
表
彰
す
る
こ
と

と
レ
た
。
か
く
て
、
各
府
県
で
地
方
改

良
事
業
の
一
環
と
し
て
部
落
改
善
事
業

が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で

あ
る
。つ

い
で
、
大
正
元
年
十
一
月
、
内
務

省
主
催
の
全
国
細
民
部
落
協
議
会
が
開

か
れ
、
教
育
ハ
風
俗
、
職
業
、
住
民
、

衛
生
、
医
療
、
納
税
、
貯
蓄
、
金
融
、

社
交
、
移
住
、
宗
教
な
ど
あ
ら
ゆ
る
問

題
が
論
議
さ
れ
た
。

大
正
時
代
に
お
け
る
民
間
運
動
を
代

表
す
る
「
彗
書
は
大
正
三
年

大
江
卓
の
発
起
で
創
立
さ
れ
た
。

そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
社
会
一

般
の
迷
蒙
を
打
破
せ
ん
と
す
る
人
道
主

義
の
同
情
融
和
運
動
で
あ
っ
た
。

（
つ
づ
く
）
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調
査
員
が
訪
問

事
業
所
統
計
調
査

5

月

1

5

日

か

ら

五
月
十
五
日
か
ら
全
国
一
せ
い
に
事

業
所
の
統
計
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

事
業
所
統
計
調
査
と
は
、
今
年
十
月

一
日
に
行
な
わ
れ
る
国
勢
調
査
と
並
ぶ

国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、
会

社
・
工
場
・
店
舗
・
飲
食
店
を
は
じ

め
、
公
民
館
・
寺
院
・
神
社
・
研
究
所

・
病
院
・
学
校
・
駅
に
い
た
る
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
事
業
所
を
調
査
員
が

訪
問
し
、
名
称
・
所
在
地
・
事
業
の
種

類
・
従
業
員
の
数
な
ど
に
つ
い
て
お
た

ず
ね
し
ま
す
。

調
査
を
し
た
こ
と
が
ら
は
統
計
を
作

る
目
的
だ
け
に
用
い
ら
れ
、
徴
税
な
ど

申
告
者
の
万
に
不
利
益
に
な
る
よ
う
な

こ
と
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
協
力
を
お
頗
い
し
ま
す
。

鉱害復旧工事
計画とあわせて

家の新築は

町は、各所で鉱害復旧工事を行なっていますが、これ

から家の建築を計画されている方（特に農地を転用さ

れる場合や、遠路などに隣接している土地など）は、

町の行なっている鉱害復旧計画とも関連がありますの

で、地盤の高さなどについては事前に、町鉱害課に問

い合せをされてから工事にとりかかられるようお願い

します。

ご

協

力

く

だ

さ

い

境
界
紛
争
解
決
の
た
め
の

国
土
調
査

町
で
は
昭
和
五
十
年
四
月
か
ら
五
ケ

年
計
画
で
、
猪
熊
地
区
か
ら
国
土
調
査

（
地
籍
調
査
）
を
始
め
ま
し
た
。

国
土
調
査
と
は
、
高
度
な
測
量
に
よ

っ
て
皆
さ
ん
の
土
地
の
正
し
い
位
置
・

形
、
地
番
・
面
積
を
明
ら
か
に
し
て
、

各
自
の
大
切
な
土
地
の
保
全
を
行
な
う

と
と
も
に
、
土
地
改
良
事
業
や
土
木
事

業
な
ど
の
振
興
計
画
に
利
用
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
調
査
で
最
も
重
要
な
こ

と
は
個
人
間
の
境
界
の
確
定
で
す
が
、

現
在
、
現
地
に
境
界
を
明
示
す
る
境
界

杭
が
な
く
、
お
互
い
の
境
界
を
確
認

し
て
い
な
け
れ
ば
、
隣
接
所
有
者
と
協

議
を
行
な
い
、
境
界
を
決
定
し
、
境

界
杭
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
（
境
界

杭
は
役
場
国
土
調
査
係
で
斡
旋
し
ま

す
。
）な

お
、
一
筆
調
査
（
現
地
調
査
）
の

立
会
日
時
は
、
土
地
の
所
有
者
に
後
日

通
知
い
た
し
ま
す
が
、
不
審
に
思
わ
れ

る
こ
と
、
わ
か
ち
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば

役
場
産
業
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

陸
・
海
・
空

自

衛

官

募

集

。
資
格
　
1
8
歳
以
上
2
5
歳
未
満
の

男
子

。
待
遇・

身
分
　
特
別
国
家
公
務
員

・
給
与

初

任

給

　

5

8

、

2

0

0

円

衣
食
住
無
料

・
賞
与
　
年
3
回
約
3
5
万
円

・
退
職
金
　
2
年
約
2
5
万
円

3
年
約
3
5
万
円

。
受
付
　
役
場
住
民
課
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保

健

と

衛

生

高
血
圧
教
室

◇
日
時
　
5
月
2
1
．
日
　
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

◇
会
場
　
遠
賀
保
健
所
（
水
巻
町
民
会

館
前
）

◇
内
容
　
血
圧
測
定
、
検
尿
、
健
康
相

談
指
導

◇
料
金
　
無
料

三
　
歳
　
児
　
の

健
　
康
　
診
　
査

◇
該
当
児
　
満
3
歳
以
上
4
歳
未
満
の

幼
児

◇
日
時
　
5
月
2
3
日

受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

診
察
　
1
4
時
～
1
5
時

◇
検
診
内
容
　
内
科
・
外
科
・
耳
鼻
科

・
眼
科
・
歯
科
そ
の
他
育
児
相
談
及

び
指
導

◇
料
金
　
無
料

5
月
1
2
日
か
ら
2
1
日
ま
で
に
予
診
を

と
り
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
を
役
場
衛

生
係
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
当
日
も

母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と
）
。

母
子
保
健
相
談

◇
日
時
　
5
月
1
6
日
　
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

◇
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

◇
内
容
　
体
重
・
身
長
測
定
、
育
児
家

族
計
画
指
導
（
家
族
計
画
に

つ
い
て
は
器
具
を
若
干
準
備

し
て
い
ま
す
。
）

母
　
親
　
学
　
級

◇
該
当
者
　
妊
婦

◇
日
時
　
5
月
1
2
・
1
9
・
ノ
2
6
日
、
各
日

と

も

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

3

0

分

◇
会
場
　
役
場
西
別
館

◇
内
容
　
妊
娠
に
つ
い
て
、
分
娩
・
産

裾
、
家
族
計
画
な
ど
の
講
義

を
三
日
間
に
分
け
て
行
な
い

ま
す
。

日

本

脳

炎

の

予
　
防
　
接
　
種
　
ｌ

◇
対
象
者
　
満
三
歳
以
上
の
人

初
め
て
う
け
る
人
は
2
回
、
前
年
度

に
う
け
た
人
は
1
回
接
桂

◇
日
時
　
5
月
2
1
日
～
6
月
2
0
日
、
時

間
は
町
内
各
医
院
の
診
療
時
間
内

◇
料
金
　
1
回
2
8
5
円
（
ワ
ク
チ
ン

料
は
町
が
負
担
し
ま
す
）
、
た
だ
し

次
に
該
当
す
る
人
は
無
料
に
な
り
ま

す
。

生
活
保
護
世
帯
、
均
等
割
・
非
課

税
世
帯
、
国
保
加
入
世
帯
、
7
0
歳
以

上
の
人
、
保
育
所
・
幼
稚
園
児
・
小

中
学
児
童

◇
そ
の
他
　
5
月
2
0
日
か
ら
6
月
1
0
日

ま
で
に
役
場
衛
生
係
で
問
診
票
を
発

行
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
持
参
し
て

注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
（
小
・

中
学
校
児
童
は
学
校
で
行
な
い
ま

す
。
）

ヽ
′
ヽ
一
ｒ
ヽ
≡
≡
ヽ
く
一
ｔ
，
三
≡
ヽ
ノ
ヽ
ノ
ｌ
’
ぢ
ｌ
≡
ヽ
′
ヽ
ノ
ー
ー
・′

〝
愛
の
献
血
〟
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

献
血
日

◎
日
時
　
5
月
2
3
日

1
0
時
～
1
6
時
3
0
分

◎
場
所
　
水
巻
町
民
会
館

◎
採
血
者
　
日
本
赤
十
字
北
九
州
血
液

セ
ン
タ
ー

国
内
の
輸
血
用
血
液
の
ほ
と
ん
ど
が

献
血
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
献
血
の
量
は
ま
だ
少
な
く
、
と
き

ど
き
深
刻
な
血
液
不
足
が
起
き
て
い
ま

す
。自

分
の
た
め
、
ま
た
家
族
の
た
め
に

も
こ
の
機
会
に
み
ん
な
で
献
血
に
参
加

し
、
不
時
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

㌣ミ　　水道修理の申込みは

ミ　　　　水巻町管工事組合へ

き　　　　「電話糾1・8883」

き　町内の水道修理は「管工事組合」で行聖亘0空警

5　月　の

し尿汲取予定日
1日　猪熊・頃未

2日　猪熊・頃末

6日　猪熊・唐ノ熊県住・苫田片山・ぬめ

り石

7日　樋口・う月・苫田御輪地一車返し・
鯉ロ

8日　高松区・三ツ頭区・中央区・樋口・
古賀・吉田垣添

9日　高松区・三ツ頭区・中央区・机・古
賀・緑風園

10日　高松区・三ツ頭区・川端商店街・頃
末（15・18区）・吉田県道筋

12日　頃末（6・11・14区）・川端商店街

・上二・下二・立屋敷

13日　頃末（6・11・14区）吉田本村・車
返し

日　古賀・猪熊・吉田大橋・上二町住・
宵ノ下

目　机・猪熊

日　頃末（6・11・14区）・樋口・猪熊

日　頃末（6・11・14区）・吉田団地・

4　　　　5　6　71　　　　1　1　1

樋口・猪熊
19日　吉田団地

20日　美吉野・松栄荘・吉田団地・猪熊町
住

21日　美吉野・松栄井・古賀県住

22日　美吉野・松栄荘・苫田本村・上二・
下二・伊左座・机社宅

23日　頃末（6・11・14区）・上二・下二

・伊左座・う月・樋口・吉田本村

24日　頃末（6・11・14区）・う月・樋口
」みずほ団地

26日　古賀区・みずほ団地・栢ノ木区・幼

稚園通り

27日・，古賀区・下二幼稚園通り・梅ノ木区

28日　吉貿区・梅ノ木区

29日　鯉口区・頃末（6・11・14区）・猪
熊・樋口

30日　鯉口区・猪熊・樋口・机

31日　鯉口区・猪熊・古賀

ｌｌ ｌ ｌ ｌｌｌｌｌｌ ｔｌｌｌｌｌｌｌ ｌ ｌ－ｌｌｌＩｌｌｌｌＨ州．ｌｌ ｔｌ ｌ ｌｌｌｌｌｌ　－．血一

日　曜　在　宅　医

691・0745

691・5820

691・1394

691・0527

末
二
　
田
末

．
頃
下
吉
頃

科
料
科
料

用
用
用
膚

内
∵
内
∵
円
皮

院

院

院

院

医

医

医

医

田
村
留
藤

村

中

有

伊

5月11日

18［1

25日

6月1日

せ警時間は9：00‾17：00、原則として蜘いたしま目標票誓ければならないとき牒接「管工事組合
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買
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伊

慧

門

口

㌢

水
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民

相

談

室

（

電

話
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4

3

2

1
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